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の変化の系統的知見を得た.最適膜厚はd,e= 10nm, dNd_,e_B= 15mmであり､このと
き(BH)maK = 43 kJ/m3 (5.4MGOe), Hc, = 0.24MA/m (3.OkOe)の磁気特性を得た｡さらに
マイクロマグネティツクスを用いた計算と実験結果の比較により､ Nd-Fe-B/a_Fe間の
























板加熱スバッタを用いて､結晶配向したsmFe12 (ハード相)と､ a-Fe (ソフト相)からなる
ナノコンポジット薄膜を作製し､その配向と磁気特性の関係を調べた｡以下にその概要を記す｡
① smチップの枚数が28枚､及び基板温度Ts = 550℃の条件で､ (001)面が膜面に平
8
行に良く配向したsmFe12相単相が得られることがわかった｡ ②この結果を基に､二種類の
膜構成でナノコンポジット組成の試料を作製した｡ (1) subrri/(SmFe12, αpe)Iri膜:ナノコンポ
ジット組成を得たが､ SmFe12相の配向は膜中のa-Feの体積比vFeが増加するにつれて､
(ool)配向から(101)配向と(ool)配向の混合相へと変化した. vFe ～ 6%において保磁力
にピークがみられ､このとき(BH)m弧も極大をとった. (2) sub/(SmFe12, αpe)rri膜:下地層の
Tiを取り除いた結果､ VFe～48%まで(001)配向が良く保たれ､ハード相であるSmFe12が
結晶配向した3次元分散型ナノコンポジット磁石をは.じめて作製することができた｡保磁力は
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